
規

則 

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
九
号 

 
 

 

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
二
条
第
二
号
中
「
ス
ポ
ー
ツ
局
長
」
の
下
に
「
、
地
域
包
括
ケ
ア
局
長
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
、
ス
ポ
ー
ツ
企
画
幹
」
及
び
「
、
先
端
産
業
幹
」
を
削
る
。 

 

第
四
十
条
第
五
項
第
一
号
中
「
千
円
に
達
し
な
い
」
を
「
三
万
円
以
下
の
」
に
、
「
三
十
日
間
」

を
「
五
日
間
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
二
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

次
に
掲
げ
る
徴
収
又
は
収
納
の
事
務
の
委
託
に
係
る
伺
い
は
、
会
計
管
理
者
に
合
議
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

政
令
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
歳
入
の
徴
収
又
は
収
納
の
事
務 

 

二 

政
令
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
税
の
収
納
の
事
務 

 

三 

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
五
十
一
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
る
放

置
違
反
金
の
収
納
の
事
務 

 

第
四
十
二
条
第
二
項
中
「
徴
収
又
は
収
納
の
」
を
「
前
項
各
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
徴
収
又
は
収
納
の
」
を
「
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ

し
書
を
加
え
る
。 

 
 

た
だ
し
、
知
事
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
規
定
に
従
い
知
事
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
収
納
し
た
現
金
又
は
証
券
を
払
い
込
む
こ
と

が
で
き
る
。 

 

一 

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
歳
入
の
徴
収
又
は
収
納
の
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者 

政
令 

 
 
 

第
百
五
十
八
条
第
三
項 

 

二 

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
地
方
税
の
収
納
の
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者 

政
令
第
百
五 

 
 
 

十
八
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
政
令
第
百
五
十
八
条
第
三
項 

 

三 

第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
放
置
違
反
金
の
収
納
の
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者 

道
路
交 

 
 
 

通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）
第
十
七
条
の
八
第
二
項 

 

第
七
十
九
条
中
「
契
約
を
」
を
「
契
約
（
単
価
契
約
を
除
く
。
）
を
」
に
改
め
、
第
十
一
号
を

第
十
五
号
と
し
、
第
十
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。 

 

十
一 

権
利
義
務
の
譲
渡
等
の
禁
止 



 

十
二 

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
る
履
行
の
延
長 

 

十
三 

契
約
の
解
除
等 

 
十
四 

契
約
の
履
行
の
届
出
（
第
八
十
五
条
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
く
。
） 

 

第
百
四
条
の
三
の
見
出
し
を
「
（
単
価
契
約
に
係
る
契
約
書
の
作
成
）
」
に
改
め
、
同
条
第
四

号
中
「
方
法
、
」
の
下
に
「
期
限
又
は
」
を
加
え
、
同
条
中
第
六
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
六
号

と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

五 

契
約
保
証
金 

 

第
百
四
条
の
三
第
七
号
中
「
場
合
の
損
害
の
賠
償
」
を
「
場
合
に
お
け
る
損
害
の
賠
償
、
違
約

金
の
納
付
」
に
改
め
、
同
条
中
第
八
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。 

 

八 

危
険
負
担
の
特
約
及
び
保
証
期
間
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
内
容 

 

九 

権
利
義
務
の
譲
渡
等
の
禁
止 

 

 

十 

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
る
履
行
の
延
長 

 

十
一 

契
約
の
解
除
等 

 

十
二 

契
約
の
履
行
の
届
出
（
第
八
十
五
条
た
だ
し
書
の
場
合
を
除
く
。
） 

 

第
百
四
条
の
五
第
二
項
中
「
記
載
し
、
」
の
下
に
「
第
七
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
県
民
生
活
部
広
聴
広
報
課
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
課
、

男
女
共
同
参
画
課
及
び
消
費
生
活
課
の
項
中
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
課
」
を
「
青

少
年
課
」
に
改
め
、
同
表
教
育
局
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
課
の
項
を
削
り
、
同
表
教
育
局
財
務
課
、

福
利
課
、
県
立
学
校
人
事
課
、
生
徒
指
導
課
、
保
健
体
育
課
、
特
別
支
援
教
育
課
、
小
中
学
校
人

事
課
、
義
務
教
育
指
導
課
、
家
庭
地
域
連
携
課
及
び
人
権
教
育
課
の
項
中
「
教
育
局
財
務
課
、
福

利
課
」
を
「
教
育
局
福
利
課
」
に
、
「
生
徒
指
導
課
、
保
健
体
育
課
」
を
「
高
校
教
育
指
導
課
」

に
改
め
、
同
表
南
部
教
育
事
務
所
、
北
部
教
育
事
務
所
及
び
東
部
教
育
事
務
所
の
項
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。 

   

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
県
立
熊
谷
図
書
館
の
項
を
削
り
、
同
表
県
立
久
喜
図
書
館
の
項
中
「
同
」

を
「
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す
る
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
埼
玉
県
行
政
組
織
規
則

第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
に
規
定
す
る
課
及
び
セ
ン
タ
ー
（
産
業
労
働
部
就
業
支
援
課
並
び
に
農

林
部
畜
産
安
全
課
及
び
生
産
振
興
課
を
除
く
。
）
の
項
及
び
同
表
農
林
部
畜
産
安
全
課
及
び
生
産

振
興
課
の
項
中
「
及
び
生
産
振
興
課
」
を
「
、
生
産
振
興
課
及
び
森
づ
く
り
課
」
に
改
め
、
同
表

所
轄
所
（
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
、
東
部
環
境
管
理
事
務
所
、
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
、
高
等
看
護
学

院
、
花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
、
八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
、
営
繕
工
事
事
務
所
、
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
江
南
支
所
、
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館
、
県
立
の
学
校
（
大
宮
北
特
別
支
援
学
校
、
川
越

 

同 
 

教
育
主
幹 

 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 



特
別
支
援
学
校
及
び
草
加
か
が
や
き
特
別
支
援
学
校
を
除
く
。
）
及
び
警
察
学
校
並
び
に
次
の
項

か
ら
警
察
署
の
項
ま
で
の
も
の
を
除
く
。
）
の
項
及
び
同
表
大
宮
北
特
別
支
援
学
校
、
川
越
特
別

支
援
学
校
及
び
草
加
か
が
や
き
特
別
支
援
学
校
の
項
中
「
大
宮
北
特
別
支
援
学
校
、
川
越
特
別
支

援
学
校
」
を
「
川
越
特
別
支
援
学
校
、
岩
槻
特
別
支
援
学
校
、
大
宮
北
特
別
支
援
学
校
」
に
改
め

る
。 

 

第
二
百
十
条
第
四
項
を
削
る
。 

 

第
二
百
十
三
条
中
「
第
二
百
十
条
（
第
四
項
を
除
く
。
）
及
び
前
二
条
」
を
「
前
三
条
」
に
改

め
る
。 

 

第
二
百
十
六
条
第
二
項
中
「
又
は
収
納
の
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
」
の
下
に
「
、
道
路
交
通

法
第
五
十
一
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
放
置
違
反
金
の
収
納
の
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
」
を
加

え
る
。 

 

様
式
第
百
十
二
号
（
六
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



様式第１１２号（６）（第２１９条関係）（検査計算書） 

年度 現金受払計算書  （    年  月  日から    年  月  日まで）   
１ 自店収納分（自店において「収納日記票」を作成したもの） 

 

区     分 件 数 収 納 額 払 込 額 

 

ア  本  庁   

 

内 

訳 

（Ｆ４１）によるもの   

（Ｆ４３）によるもの   

（Ｆ４４）によるもの   

（Ｆ４６）によるもの   

イ  県税関係（Ｆ４２）   

内 
 

 
 

 
 

 
 
 

訳 

   さいたま県税事務所           

   川 口 県 税 事 務 所            
   自動車税事務所（０３）   
   川 越 県 税 事 務 所            
   飯 能 県 税 事 務 所            
   東松山県税事務所            
   秩 父 県 税 事 務 所            
   本 庄 県 税 事 務 所            
   熊 谷 県 税 事 務 所            
   行 田 県 税 事 務 所            
   春日部県税事務所            
   越 谷 県 税 事 務 所            
   朝 霞 県 税 事 務 所            
   所 沢 県 税 事 務 所            
   上 尾 県 税 事 務 所            
   自動車税事務所（３０）   

   データ伝送による口座振替分   

ウ＝ア＋イ   収納額計   

処 理 

内 容 

エ 払込みした額    
オ オ 払込みを翌月

に繰越した額 
月  日収納分   

 
月  日収納分   

カ  前年度収納分で払込みした額    

キ＝エ＋カ  払込額計    

２ 他店収納分（他店において「収納日記票」を作成したもので、払込みを受けたもの） 

 

区     分 受 入 額 払 込 額 

 

ク  払込みによる受入額   

処 理

内 容 

ケ 払込みした額   

コ 払込みを翌月へ繰越した額( 月 日受入分)   

サ  前年度受入分で払込みした額 
 

 

シ＝ケ＋サ  払込額計  

３ 第１２５条第２項の規定により、収納済通知情報を送信した場合の収納分 

 
区     分 件 数 収 納 額 

 
ス  収納済通知情報を送信した場合の収納額   

４ 取扱額の総計 

 

区     分 収納及び受入額 払 込 額 

 
セ＝ウ＋ク  収納及び受入額の小計   

ソ＝ス＋セ  収納及び受入額の総計   

タ＝キ＋シ  払込額の総計   

 上記のとおり提出します。 
年  月  日  

 （宛先） 
 埼玉県会計管理者 

店 ○印   
注１ 検査日の属する年度とその前年度について作成すること。 
 ２ 払込みによらず振替により処理している場合は、「払込み」を「振替」に読み替えること。 
 ３ 第３項については、統轄店、指定代理金融機関及び収納代理金融機関（株式会社ゆうちょ銀行を

除く。）の埼玉県内代表店並びに株式会社ゆうちょ銀行が検査を受ける際に記載すること。 

   



 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
財
務
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 


